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元 文 年間の 物語。 I 

夜な夜な 名 古屋城 の 天主 閣で、 気味の 悪い 不思議な 

唸り 声が した。 

天主 閣に 就いて 語る ことにしよう。 

「尾 張 名 古屋は 城で 持つ」 と、 俚謡にまで も 唄われて 

いる、 その 名 古 屋の大 城 は、 慶長 十四 年 十一月から、 

同 十六 年 十二月 迄、 約ニケ 年の 短日月で、 造り上げた 

所の 城で あるが、 豊公 恩顧の 二十 余 大名 六 百 三十 九 万 

石に 課し、 金に 糸目 をつ けさせずに、 築城 させた もの 



宗を 立てよう とする ものと、 尾 州 継 友 を 迎え 〔# 「迎 

え」 は 底本で は 「迎 へ」 と 誤記〕 ようとす る ものと、 

柳 営の 議論 は 二 派に 別れた。 そうして 最初 は 尾 州 側の 

方が 紀州 党よりも 優勢で あ つ た。 

〔# 底本で は 1 字 下げして いない〕 で 継 友 も 其 家臣 

も 大いに 心 を 強く していた が 俄然 形勢が 変わり、 紀州 

吉宗が 乗り込む ことにな つた。 

尾 州 派の 落胆 は 云う 迄 も 無い。 「だが 一 体 どういう 

理由から、 こう 形勢が 逆転した のだろう？」 

研究せ ざる 〔# 「せざる」 は 底本で は 「せぎ る」 と 

誤記〕 を 得なかった。 その 結果 或る 事が 発見され た。 



があって、 買いたい というなら 代 は 取る。 そうして 代 

価 は 仲々 高え！ 驚い ちゃ 不可ね え 一個 百両 だ！ そ 

り ゃぁ然 うだろう 屋敷 を 買 うんだ からな。 それ も素晴 

しいと 云った つて 出来る 事 じ やねえ。 え、 何んだ つて 

まだ 

未 高い つて？ 冗談 じゃあね え 驚いた な あ。 一両で も 

高い つて 云う のかい？ 屋敷 一個が 一両 だぜ。 一両の 

屋敷って ある もの か！ 堀 立 〔# 「堀 立」 は ママ〕 小 

屋を 建てた 所で、 一 両 ぐらい は 直ぐ かから あ。 それが 

何う だ 御屋敷なん だぜ。 門が あってよ 玄関が あって、 

母屋が あって 離 座敷が あり、 泉水 築山が あるん じ やね 

え か！ そうさ 尤も 模型 だから 這 入って 住む こと は 出 



殊に は 精巧 を 極めていた。 

「さあ 是 だ！」 と 叫び 乍ら 香具師 は 模型 を 右手に 捧げ 

た。 「畳の 原理から 説く ことにしよう。 由来 畳と いう 

もの は、 神代 時代から あった もの だ。 むかし 天照大神 

にに ぎの みこと 

の 御 孫、 瓊々 杵尊 〔# ルビの 「みこと」 は 底本で は 「み 

ひこ ほほで み 

ごと」 と 誤記〕 の 御子 様に、 彦火々 出 見と いう お子様 

おおわ だ つみ かいじん とよた まひ このみ こと 

が あられ、 大 綿津見へ 到らせ 給う や、 海神 豊玉彦 尊、 

八重の 畳 を 敷き 設け、 敬い 迎 うと 記されて ある。 これ 



ない。 さて 最後に 間取り だが、 こいつが 一番 むずかし 

い。 陰陽 五行 相 生 相剋、 こいつに 象って 仕組まな け 

れ ばなら ない。 鎮守、 神棚、 仏檀 〔# 「仏 檀」 は ママ〕、 

かまど 

門戸、 入口、 竈、 雪隠、 土蔵、 井戸、 築山、 泉水、 茶 

うまごや 

室、 納屋、 隠居 所、 風呂、 牛 部屋、 廐 、 窓口、 裏口 

等、 いずれも 建 方 据え 方に、 秘伝が あって むずかしい。 

ところで 此処に ある 此の 模型 だが、 一切 吟味が 施され 

て ある。 その 点 だけで も 大した もの だ。 それに 其 上、 

屋敷と いう もの は、 住人に 執って は 城砦 だ。 攻めて 来 

る 敵 を 防がなければ ならない。 ところで 此処に ある 此 

模型 だが、 そういう 点で も 完全な もの だ。 まず 見る が 



可い 此 小川 を。 普通の 時には 用 川、 一端 そいつが 戦時 

となると、 忽然と して 堀になる。 噓 だと 思うなら 見る 

、、ゝ 、ヽ I 

力 レレ」 

こう 云い 乍ら 香具師 は、 地面に 置いて ある 土瓶 を 取 

リ 上げ、 模型 屋敷の 小川の 中へ、 トロ トロと 水 を 注ぎ 

〔# 底本で は 「住ぎ」〕 込んだ。 張ボテ では あるが 堅牢 

だと 見えて、 滲み も 滴り もしなかった。 

「よい かお 立 合い、 この 水が だ、 石 一 つの 動かし 加減 

で、 変化す るから 面白い」 

こう 云い 乍ら、 模型 屋敷の 小川の 一 所に 飛び出して 

いる、 〔# 底本で は 「。匕 小さい 岩 型の 痣の 頭 を、 香具 



あま リ黄煙 を 引いた。 

あまりの 意外に 群集 は、 ヮッと 叫んで 後へ退つ たが、 

これ は 驚く のが 当然であろう。 

まざ 

群集の 中に 立ち 雑り、 香具師の 様子に 眼 を 付けて い 

た。 〔# 「ご は ママ〕 尾 張 中 納言宗 春 は、 此時ス タス 

タと 歩き 出した が、 境内 中 門の 前まで 来る と、 ピ タリ 

とば かり 足 を 止めた。 

「九 兵衛、 九 兵 衛！」 と 侍臣 を 呼んだ。 

近習 頭の 小 林 九 兵衛は 「はつ」 と 云う と 一礼した。 

「其方、 あの 香具師 を 何ん と 思うな？」 

「は、 どうやら 陸し い 人間に …… 」 



「うむ、 些 、 怪しい 節が ある。 築城 術の 心得が あり、 

しかも 火 術に も 達して いるら しい」 

「いかがで ござりましょう、 縛め 取りまして は？」 九 

兵衛は 顔色 をう かが つ た。 

「いやいや 待て 待て 考えが ある。 …… 其方、 此処に 警 

戒し、 彼奴の 様子 を 窺う がいい。 立ち去る ような 気勢 

が あったら、 はじれ ぬよう に 後 を 尾行け、 その 住居 を 

突き止めて 参れ」 

「かしこまりまして) /ざ リ ます」 

そこで 宗 春の 一行 は、 九 兵衛を 残して 帰 館した。 

永い 春の 日 も暮に 近く、 花見の 客 も 帰り 急ぎ をした。 



香具師 は ズ ン ズ ン 歩いて 行った。 

今日の 地理 を 以て 説明 すれば、 長 島 町 を 西へ 執り 茶 

屋町、 和 泉 町 を 北に 眺め、 景雲 橋の 方へ 進んで 行った。 

景雲 橋 を 渡り 明 道 橋 を 渡り、 尚 何処迄も 西の方へ 進ん 

だ。 もう 此辺は 城下の 外で、 向う に 一 塊 此方に 一 塊、 

百姓家が 立って いるば かりであった。 いっか 日が 暮れ 

夜と なった が、 十五夜の 月が 真 丸に 出て、 しく も のぞ 

かさ 

無き 朧月、 明日 は 大方 雨で もあろう か、 暈 を 冠って は 

いた けれど、 四辺 は 紫 陽 f 化 色に 明るかった。 

と、 一軒の 家が あった。 その 戸口まで 行った 時、 香 

具 師の姿 は 不意に 消えた。 門の 戸の 開いたら しい 音 も 



「家の 中から 呼んだ にして は、 声が あんまり 近 過ぎる」 

思わず 九 兵衛は 小鬢 を搔 いた。 

「小鬢 を搔 くに や ァ 〔# 「にや ァ」 は 底本で は 「にや ァ」 

と 誤記〕 当ら ねえ。 さっさと 這 入って いらっしゃい。 

がんどう がえ 

が 門から は 這 入れね え。 門へ 障ったら 龕燈 返し だ。 那 

落の 底へ ぉ陀仏 だ。 壁 だ 壁 だ 壁から 這 入りね え。 よう 

がす かい、 向って 右 だ。 その 壁へ 体 を 押つ 付け 〔# 「押 

つ 付け」 は ママ〕 なせえ。 それからお 眼 を 瞑 るんで。 

開いた が 最後 大 怪我 をす る。 …… 物事 早い が 当世 だ。 

さあさあ 体 を 押つ 付け 〔# 「押つ 付け」 は ママ〕 なせ 

え」 香具師の 声が 復聞 えた。 そうして 其 声に は 魅力が 



あった。 逆らう ことが 出来なかった。 そこで 九 兵衛は 

云われる ままに、 体 を 壁に 押つ 付けた 〔# 「押つ 付け 

た」 は ママ〕。 そうして 固く 眼 を 瞑った。 すると 其 壁 

に 蛸の 疣が あって 彼の 体へ 吸い付い たかの ように、 

ピッ タリ 壁が 吸い付いた。 と 思った 其 途端、 彼 は 家の 

内へ 引き込まれた。 

「もう 可う がす。 眼 を 開いたり」 

云われて 九 兵 衛は眼 を 開いた。 香具師が 笑い 乍ら 

坐って いた。 

部屋の 内 を 見廻 わして、 九 兵衛は 思わず 眼 を 見張つ 

た。 何に 彼 は 驚いた のか？ 部屋の 様子が 余りに も、 



辺に 取り散らされ てあつた。 

「おおお おお 侍さん 何う したんだ い。 場 銭 は 取らね え。 

お 坐りな せえ。 さて 小 林 九 兵衛の 旦那、 ようこそ おい 

で 下さい やした。 どういう 風の 吹き 廻 わし か。 中納言 

様に もお 目通り 致し、 今日は 可い 日で ございま したよ。 

…… 尾行け て 来な さると は 先刻 承知、 ナ— 二 実は わつ 

ちの 方から、 此処まで ご 案内し たんで さあ。 此処 はね、 

旦那、 わつ ちに 執つ ちゃ ァ 〔# 「ちゃ ァ」 は 底本で は 

「ちゃ ァ」 と 誤記〕、 住居で も あれば 工場で も あり、 隠 

家で も あ リゃァ 〔# 「あり ゃァ」 は ママ〕 本陣で も あ 

るんで。 …… が、 一番 似つかわし 〔# 「つかわし」 に 



「お 目 見得 は 済んだ。 帰ったり 帰ったり。 〔# 「ご は 

マ マ〕」 復 もや ボンと 畳 を 打った。 その 拍子に 立ち上り、 

女 は 壁の 方へ ヒ つて 行った。 そうして 元の 穴へ 身 を 隠 

した。 と 音 も 無く 壁が 閉じた、 糸 筋 ほどの 継目 も 見え 

ない。 

「おつ、 畜生！ 来 やが つたな！」 どうした もの か 香 

具師 は、 俄に 叫ぶ と 居住 居 を 直し、 煙突 形の 円筒へ、 

斜めに 嵌め込まれた 鏡面 をグ ッ とば かりに 睨み付けた。 

驚いた 九 兵 衛も首 を 延ばし、 これ も 鏡面 を靦き 込んだ。 

何が 其処に 写って いたか？ 紫陽花 色の 月光が、 鏡 

一 杯に 溢れて いた。 その 中に 一 人の 人間が、 首 を 傾げ 



乍ら 立って いた。 それ は 戸外の 光景であった。 鏡に 

写った 人物 は、 八十 余りの 老人で、 胴 服 を 着し、 伊賀 

ひとく. S 

袴 を 穿き、 夜目に 燃える ような 深紅の 花 を、 一 茎 右手 

に 持って いた。 

「気色の 悪い 爺く 玉 だ！ 毎晚 家の 前に 立ち ゃァ がる 

〔# 「立ち ゃァ がる」 は ママ〕」 香具師 は 呻く ように 眩 

いた。 「それにしても 綺麗な 花 だな あ。 見た ことのね 

え 綺麗な 花 だ。 焰 が其尽 凍った ような 花 だ。 …… おや、 

裏手へ 廻り ゃァ がる 〔# 「廻り ゃァ がる」 は ママ〕。 へ、 

ベ ら ぼう 

篦棒！ 負ける もの か！」 

円筒に 取手が 付いていた。 その 取手 を キリ キリと 廻 



小 林 九 兵衛の 報告 を 聞く や、 尾 張 中 納言宗 春 は、 ひ 

どく 香具師 へ 興味 を 持 つ た。 

そ ， J は 豪放 活 達の 彼で 、 香具師 を 城内 へ 召す ことに 

した。 使者の 役 は 九兵衛 であった。 さぞ 喜ぶ かと 思い 

の 他、 香具師 は 迷惑そう な 顔 をした。 

「ご 領主 様のお 召しと あって は、 お断わり する こと も 

出来ます めえ。 だが 条件が ございます。 先ず 扮装 は此 

儘の 事。 次に 言葉 も此 儘の こと、 どうも 坐る と 足が 痛 

え、 で、 胡座 を搔 かせて 下せえ。 それから 話 は 直答 だ。 

これで 可ければ 参り や しょう」 



「おお 香具師 か、 よく 参った」 宗春は 気軽に 声を掛け 

た 〔# 「ご なし は ママ〕 「胡座 を搔 け、 寛ぐ がいい」 

そうして 自分 も 胡座 を搔 いた。 

「よいお 天気で ございます」 香具師 はぺ コンと 辞儀 を 

したが 「何 かご 用が ござんす そうで？」 

「うん」 と 云った が宗春 は、 じっと 香具師へ 眼 を 付け 

た。 「お前の 名 は 何とい うな？」 

「 へ い、 多 兵衛と 申します」 

「おお 模型 かな、 その 包 は？」 

「へい、 さようで ございます」 

「ひとつ そい つ を 見せて くれ」 



「ようがす とも、 お見せし ましょう。 見せる つもりで 

持って来 たんで」 

取り出し たの は 鳩の 模型、 畳へ 置く と 懐中から、 一 

摑 みの 豆 を 取り出した。 

「観音様の 使者め。 鳩が 豆 を 拾います」 云い 乍ら 颯と 

豆 を 蒔いた。 と 鳩が ビヨン ビヨン 飛んで、 後から 後 か 

ら豆を 拾った。 

「面白く 無い な。 子供 瞞 しだ。 もっと 面白い 模型 は 無 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「ようがす、 それじゃ ァ 〈透視 光〉 だ」 こう 云い 乍ら 

取り出し たの は 格^の 機 喊 であった。 まず 形 は 長方形、 



た。 いかさま 九 兵衛の 指の 肉が、 ボッと 左右に 薄れて 

見え、 骨が 鮮 かに 認められた。 

「さて 此度は 殿様の 番だ」 

こういうと 香具師 は 機械 を 持ち 換え 〔# 「持ち 換え」 

は 底本で は 「持ち 換へ」 と 誤記〕、 宗 春の 胸へ 硝子 口 を 

向けた。 

「お 心の中が 解ります。 善心が あれば 善心が 見え、 悪 

心が あれば 悪心が 見える。 もし 夫れ 謀叛 心が ある 時 は、 

その 謀叛 心が 写って 見える。 好色の 心 は 赤く 見え、 惨 

忍の 心 は 黒く 見える。 これ 即ち 透視 光の 威力。 どれ 拝 

見いた しゃしょう」 



江戸と 名 古屋と 戦争 だ！ おっと ド ッコィ 云い 過ぎ 

た！ そこまで 云 うんじ ゃァ 無かった つけ。 …… が。 

併し だね え 殿様、 芝居 は 止めよう じゃァ ございません 

か。 刀 は 鞘に 納めた 方が いい。 お 互い その 方が 安穏で 

げす。 伹 しほんと にお 切ん なさるなら、 わつ ちの 方に 

も 覚悟が ある。 やみやみ 殺され はしません よ。 と 云う 

のは此 機械 だ」 

透視 光 を ボンと 投げ出す と、 布呂敷 包へ 手 を 掛けた _ 

取り出し たの は 鉄製 円筒、 一本の 管が 付いていて、 横 

手に 捩が 取り付けられ てあつた。 

「即ち 孔明水 発火 器！ 捩 を 捻る と 水が 出る。 が、 只 



旦 作られた 其 機械 は、 機械と して 精々 と 進歩す る。 そ 

うして 人間 を やっつける！ 〔# 底本で は 「！」 の 後 

の 全角 スぺ ー ス なし〕 だが そんな 事ァ どうで もい い。 

切る か 切らね え か 二道 だ！ おい 大将、 どうして くれ 

るんだ よう！」 

ノサ バリ 返った 態度に は、 大丈夫の 魂が 備わって い 

た。 

尾 張 中 納言宗 春 は、 じっと 様子 を 見て いたが、 莞爾 

と 笑う と 刀 を 置いた。 

「これ 香具師、 もっと 進め」 

「へい」 



ぬと いうの が、 大方の 殿様の 相場であった。 ところが 

宗 春は然 うで 無かった。 極 わめて 〔# 「極 わめて」 は 

ママ〕 世故に 通じていた。 うかう か 諫言な ど 為よう も 

のなら、 反対に とっちめられて 了う だろう。 

徳川 宗家からの 附 家老、 成 瀬 隼 人 正 を はじめと し、 

竹 越 山城 守、 渡 辺飛驛 守、 石 河東巿 正、 志 水 甲斐 守、 

歴々 年功の 家来 もあった が、 傍観す るより 仕方な かつ 

た。 

それに 諫言す るに しても、 これと 云って とつ こに 取 

るよう な 眼に 余る 行跡 も 無い のであった。 「素性 も 知 

れぬ 香具師な ど を、 お 側へ お近付け なされぬ よう」 「女 



歌舞伎 〔# 「歌舞伎」 は 底本で は 「歌舞 枝」 と 誤記〕 

の 太夫な ど を、 側室に お使いな されぬ よう」 —— 精々 

こんなよ うな ことで も 云って、 諌 言す るより 仕方な 

かった。 だが 三 家の 筆頭で 六十 二 万 石 〔# 「六十 二 万 

石」 は ママ〕 の大々 名が、 どんな 妾 を 抱えようと、 香 

具師 のよう なお 伽 衆 を、 大奥へ 入れて 酒宴し ようと 構 

わない と 云えば 夫れ までであった。 

「ご 微行 をお 控え 遊ばす よう」 こう 諫言 をした 所で 「今 

に 始まった ことで は 無い」 と、 一蹴 されれば 夫れ まで 

であった。 

「怪しい 香具師 を 近付けられ、 何 を ご 密談で ござ いま 



搗 てて 加えて、 天主 閣 では 例の 奇怪な 唸き 声が、 此 

頃 益々 烈しくな つた。 

こうして 時が 経って 行った。 

だが 其 中 家来 達 は、 意外な - 」 と を 知る y J とが 出来た。 

むじな 

お 半の 方と 香具師と が、 同じ 穴の 貉 では 無く 香具師 

として はお 半の 方 を 憎みお 半の 方と して は 香具師 を 憎 

み、 互に 競って 宗春 公へ、 中傷して いると いう ことで 

あった。 

そうして 是は 事実で あつ た。 

或 夜 寝所で お 半の 方 は、 宗 春に 向かって こんな こと 

を 云った。 



「妾 を 可愛い と覚し 召したら、 香具師 をお 退け 下さ 

いますよう」 

「何故な？」 と 宗春は 不思議 そうに 訊いた。 

「これと いう こと も ございま せんが、 何んだ か 妾に は 

あの 男が、 気味 悪く 思われて なりません。 可く 無い こ 

とが 起こりましょう。 どうぞお 退け 下さい まし」 

その 翌日の ことであった。 香具師が 宗 春へ こんな こ 

と を 云った。 

「婦人に 御 不自由 も， 、- /ざいますまい。 あの ご 寵愛 の お 

半の 方 だけ は 殿、 お退けな さり ませ」 

「何故な？」 と 宗春は 不思議 そうに 訊いた。 



どこから も 返辞が 来なかった。 尚 二三 度 呼んで 見た。 

矢張り 返辞 は 来なかった。 香具師 は 些か 当惑した。 

「裏の 方に でもい るの だろう」 

裏の 方へ 廻って 行った。 だが 誰もい なかった。 

ひっそり として 寂しかった。 

近所に 家 は 一 軒 も 無かった。 

香具師 は 次第に 大胆に なった。 例の 奇形な 建物の 方 

へ、 ズ ンズン 足早に 進んで 行った。 

建物の 戸口が 開いて いた。 で 彼 は 這 入って 行った。 
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の 上に 老人が 横臥って いた。 八十 歳 あまりの 老人で、 

身に 胴 服 を 纏って いた。 手に 煙管 を 持って いた。 それ 

は 非常に 長い 煙管で、 火盞が 別して 大きかった。 

香具師 は 老人 を じ つ と 見た。 

「あつ」 とば かりに 仰天した。 見覚えの ある 老人 だか 

らで。 —— 

「おつ、 お前 か、 爺く 玉 奴！」 香具師 は 声 を 筒 抜かせ 

た。 

「お 若い の、 よく 見えた」 老人 は 寝台から 起き 上った _ 

「無作法な 奴 だ、 爺く 玉 だなん て 言葉 を 謹め、 若造の 癖 

に」 こうは 云った が 老人 は、 別に 怒っても いないよう 



ると 田 やつ」 

「ふん」 と 香具師 は 憎く さげに 「花作り じゃあ あるめ 

えし、 そんな 事が 何んで 解る」 

「三百 種 あるの だ、 三百 種」 

「へえ、 そんなに も 有る のかい」 香具師 も 鳥渡 驚いた 

らしい。 「そんなに 作って 何ん にす るんだ」 

「しかも 普通の 花 じゃあ 無い」 老人 は 俄に 真面目に 

なった。 「毒草 だよ、 毒草 だよ」 

「毒草！？ 〔# 「！ ？」 は 1 マスに 横 並び〕」 

と 香具師 は 鸚鵡返した。 少し 顔が 蒼白くな つた。 

「おいおいお 若い の、 何が 恐ろしい。 恐ろしい こと は 



「然 うだ」 と 老人 は最ぅ 一度 云った。 「唐土 渡来の 眠 

花 だ。 二年生 草本 だ。 茎の 高さ 四 五 尺に 達し、 その 葉 

さよし 

に は 柄が 無い。 葉 序 は 互 生、 基部 狭隘、 辺 縁に 鋸歯 状 

の 刻 裂が ある。 四 枚の 花弁と 四 個の 萼 〔# ルビの 「が 

く」 は 底本で は 「かく」 と 誤記〕、 花冠 は 大きく 花梗は 

長い。 雄蕊 は 無数で 雌蕊 は 一 本、 花弁 散って 殼果を 残 

し、 果は数 室に 分かれて いる 室に は 無数の 微細の 種子 

が、 白胡麻の ように 充 ちている。 これから 採った 薬液 

を、 幻覚 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底本で は 「痳 痺」 と 誤記〕 

性 眠 剤と 呼ぶ。 その 採り 方が むずかしい」 



り 手と 掬い 手と は異 わなければ ならない。 即ち 二人 を 

要する の だ。 普通 一 つの 果実から、 四 回 迄 は採収 出来 

る。 第二 回目の 採収は 一日 後に やる がいい。 三回 目 は 

二日 後 だ。 四 回目 は 三日 後 だ。 午前 十 時から 午後 四時 

迄、 液汁の 分泌が 特に 多い。 そうして 曇天 降雨の 時に 

は、 更に 一 層 分泌が 多い。 乾燥の 時 低温の 時、 分泌 量 

が 減少す る。 偖、 次 は 製薬 法 だ。 壷から 竹の 皮へ 移さ 

なければ ならない。 これへ 小量の 種油 を 雑ぜる。 二十 

五日 間 天日に 干す。 尚 暖爐を 用いても いい。 乾いた 所 

で 薬研へ 入れる。 そうして 微塵に 粉末に する。 こうし 

て 出来 上った 薬品が、 幻覚 痲痺 〔# 「痲痺」 は 底本で 



は 「痳 痺」 と 誤記〕 性 眠 剤 だ」 

ひょいと 老人 は 立ち上った。 

寝台に 添った 一 卓が あった。 卓の 上に 手箱が あった。 

それ を 老人 は 取り上げた。 

「おい、 お 若い の、 此処へ 寝な。 寝台の 上へ 寝る がい 

い、 そうして 此奴 を 喫う がいい」 

長い 煙管 を 振って 見せた。 

「恐く 無い よ。 大丈夫 だ、 美しい 夢が 見られる の だ。 

華 知 耳の 眠りと いう 奴 だ。 味 を 知ったら 忘れられまい。 

人生 至極の 幸福 だ。 肉 身 極楽へ 行ける の だ。 加 陵頻迦 

〔# 「加 陵 頻迦」 は ママ、 『広辞苑』 では 「迦 陵頻 伽」〕 



芳香が 部屋へ 漲った。 

香具師 は徐 々に 煙 を 喫った。 

「厭な 気持 だ。 嘔吐き そうだ」 

「ナ— 二、 すぐに 可くなる よ」 

「厭な 気持 だ。 変に 苦しい」 

「そいつ あ 何う も 仕方が無い。 その 薬の 性質 だからな _ 

第一 多少の 辛抱 は 要る よ。 辛抱し ないで 楽 をしょう。 

こい つ あ 少し 気が 可す ぎる」 

その 中 だんだん 香具師 は、 深い 眠りへ 入る ようで 

あった。 

と、 ボ タリと 煙管 を 落とした。 いよいよ 睡眠に 這 



じゃあな いか。 嬉しい ねえ。 是で 安心した よ。 殺す も 

活かす も 此方の まま さ。 そこで 掛合 いも 楽っても のさ _ 

案外、 お前さん 凡 倉 だね え」 

「う うん」 と 老人 は 唸って 了った。 「驚いた な あ 大変 

な 女 だ。 とまれ 愛妾のお 半の 方と、 香具師と は 関係が 

あるら しい。 どんな 関係 だか 知らないが、 俺 を 香具師 

だと 信じて いるら しい。 よしよ し 其奴 を 利用して、 二 

人の 関係 を 聞き出して やろう」 そこで 老人 はこう 云つ 

た。 

「いや 私 は 香具師 では 無い。 だ が 香具師 だ と 思う の な 

ら、 香具師に なって やっても いい。 どんな 掛 合いだ か 



「さあ」 と 老人 はくす ぐった そうに 「私に 出来る こと 

ならね」 

「そり や あ 出来る とも、 お 手の 物な のさ」 

「で、 一 体 どんな ことかな？」 

「妾 は 人 一 人殺し 度い のさ」 

「ほほう」 と 老人 は 驚いた ように 云った。 

「私に 手助けで もしろ つて 云う のか？」 

「まあね、 そうだよ、 間接に はね」 

「どんな こと を すれば 可い のかい？」 

「機械 を 一 つ 造って おくれな」 

r 问、 機械？ どんな 機 喊 だ？」 



「人 を 殺す 機械 だ あね」 

あいくち 

「匕首で 土手つ 腹 を 刳る がいい やな」 

「そうしたら 人に 知れる じゃあな いか」 

「それじゃ あ 殺しても、 殺した という ことの 解らない 

ような、 そういう 機械が 欲しい の だな？」 

「金的 だよ、 大 中り」 女の 笑う 声が した。 「お前さんに 

は 出来る 害 だ。 人の 心 を 見抜く 機械、 それ を 造った お 

前さん じ やない か」 

老人 は 暫く 考えて いた。 

「だが な」 と 老人 は 鱸て 云った。 「機械よりも 薬の 方 

、、ゝ 、ヽ I 

カレ レ」 



は 眠 剤が 一 番 いい。 吹管 を 付けて 献上して 見る さ」 

「うん、 可い かもしれ ねえな あ」 香具師 は 鳥渡 頷いた。 

「ではお 別れと やら かそう ぜ」 

「おお 大分 遅くな つた。 では 俺等 は 帰る としょう。 左 

様なら ばご老 ：^.」 

「もうお 帰り か、 復の 逢う 瀬」 

「アツ ハ ッ ハツ ハ ッ 芝居が かりだ。 だが 爺さん じゃあ 

色気が ねえ」 

「何んだ 何んだ 物 を 貰って、 小言 を 云う 奴が ある もの 

力」 

「そこらが 悪党と 云う もの さ」 香具師 は 温室 を 出て 



香具師 はお 城へ 出かけて 行った。 

r お お 香具師 か、 よく 参 つ た 」 尾 張 宗春は 愛想よ く 云 つ 

た。 

「さて 殿様」 と 香具師 は、 気 恥し そうに 小鬢 を搔 いた。 

「ええ ご 愛妾お 半の 方 様へ、 献上 物 を 致し 度い ので」 

「ほほう」 と 宗春は 呆れた ように 「これ は 不思議 だ、 

どうした こと だ、 お前と お 半 は 仲 悪で はない か？」 

「はい 左様で ございます。 で 仲宜く 致したい ので」 

「おお 然 うか、 それ は 結構。 同じ 俺に 仕えて いる 者が、 

仲が 悪くて は 気持が 悪い。 仲宜 くしたい と は宜く 云つ 

た。 よしよ しお 半 を 呼ぶ ことにしよう。 …… これよ、 



誰かお 半 を 呼べ」 

間も無くお 半の 方が 来た。 

「これ はこれ はお 半の 方 様、 ご機嫌よ ろしう 〔# 「し 

う」 は ママ〕 ございます」 二 タニタ 香具師 は 世辞 笑い 

をした。 

「これこれお 半、 香具師が な、 お前に 何 か 呉れる そう 

だ。 それ を 機会に 仲宜 くす るよう」 

「まあまあ 左様で ございま すか。 この 妾へ の 下され 物、 

さあ 何んで ございましよう」 お 半の 方は柔 かく 笑った。 

「はいはい これで ござ います」 

壺と 吹管と を 取り出した。 



のお 殿様が、 家来に ご 遠慮 遊ばす ので」 

「莫迦 を 云え」 と 厭な 顔 をした。 「何ん の 家来に 遠慮 

する もの か」 

「ではお 礼と して 香具師 殿 を、 天主 閣へ お上せな さり 

ませ」 

「香具師、 お前 は 何う 思うな？」 

「 これ は 結構で) J ざ いますな あ。 あの 高い お 天主へ 上 

リ、 名 古屋の 城下 を 眺めましたら、 さぞ 可い 気持で ご 

ざいましょう」 香具師の 眼 は ギロリ と 光った。 

「うん 望みなら 上らせて やろう。 よし 家来 共が 何 を 云 

おうと、 一 睨みしたら 形が 付く」 



うね？」 

「へえ、 お 泊り でございます」 

「私 は 江戸の 小間物屋で、 喜 助と 申す 者で ございます 

が、 鳥渡お 二人 様に お 目に かかりた いんだ」 

「鳥渡お 待ち を」 

と 云いす てて、 番頭 は 奥の 方へ 小 走って 行った。 

と、 すぐに 引つ 返して 来た。 

「お 目に かかる そうで ございます」 

「ご免下さい」 

と 男 は 上った。 

後 を 見送った 帳場の 主人 は、 首 を 捻った ものである _ 



「香具師 も 香具師 だが 尾 張 様に は、 随分 乱行 をな さる 

よう だな」 

「お 半の 方と いう 側室 を 愛され、 他愛が 無 いようで ご 

ざ います」 

「うむ、 他から も そんな 事 を 聞いた」 

「 さ て 其 側室 のお 半の 方、 容易なら ぬ 悪事 を 企んで 居 

リます 」 

「ほほう 然 うか、 どんな 悪事 だな？」 

「はい 殺人で ございます」 

「で、 誰 を 殺そうと する のか？」 

「はい、 まだ、 そこ 迄 は 探って II 古り ません」 



なる」 

「ご 尤もに ございます」 今迄 じ つ と 黙つ ていた 三十 四 

五の 一 人の 男が、 愁 わしそう に 合槌を 打った。 

「全く 狂人に pi; 物 だからな」 四十 男 は 繰り返した。 

「将軍家 も 夫れ を ご 心配に なり、 隠密と して 此俺 を、 

こっそり 名 古屋へ 入り込ませ たの だが」 

「如何で ございましよう 御金 蔵の 中 を、 何ん とかして 

お調べ 遊ばして は？」 

三十 四、 五の 一 人が 云った。 

「だが 是は 不可能 だよ。 俺 は 江戸の 町奉行、 江戸の こ 

となら 何う ともなる が、 此 土地で は 问ぅも 手 も 足 も 出 



置こう」 

「それが 宜 敷う) /ざ い ます」 

そこで 仁 右衛門 は 家 を 出た。 

仁 右衛門の 話 を 耳に すると、 町役人 は 仰天した。 

そこで 上役に 言 上した。 上役から 奉行へ 伝 言 し た 。 

奉行から 家老へ 伝言した。 

成 瀬 隼 人 正、 竹 腰 山城 守、 石 河 佐 渡 守、 志 水 甲斐 守、 

渡 辺飛驛 守の 年寄 衆 は、 額 を 集めて 相談した。 

「これ は 何う も 大事 件 だ。 江戸の 町奉行が 隠密と なり、 

直々 他領へ 入り込む と は、 曾て 前例の 無い こと だ。 こ 

れが 普通の 隠密なら、 捕えて 殺して 了えば 可い が、 大 



「へえへ えお 居で でございます。 が、 矢っ張り お休み 

で」 

「直ぐにお 起し 下さい ますよう」 

「仲々 お 眼 覚めなさい ますまい」 香具師 は 鳥渡 嘲笑う 

ように 云った。 

「よい 夢の 真 最中 一 刻ぐ らい は 覚めますまい」 

「それ は 何う も 困り ましたね。 成 瀬 様が 何事 か 急々 に、 

言上 致した いと か 申しまして、 只今お い で で， 、- J ざい ま 

す」 

「成 瀬 様で あろうと 竹 腰 様で あろうと、 この 夢ば かり 

は 破れますまい。 お待ちな さるよう お伝え 下され」 此 



あった。 ムズと 坐って 考え込んだ。 

「殿様、 何 か 心配の ことで も？」 こう 軟 かく 香具師 は 

Irt ヽ ち。 
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「うん」 宗春は 顎 を 杓った。 「江戸の 吉宗 奴が 俺 を 疑い、 

町奉行の 大岡越 前 奴 を、 隠密と して 入り込ませ たそう 

だ」 

「あつ！」 と 香具師 は のけぞった。 「ひええ。 大岡越 

前 守 様が！？ 〔# 「！ ？」 は 1 マスに 横 並び〕」 彼の 顔 

色 は 一変した。 「で、 殿様の ご 対策 は？」 

「逆手 を 使って 越 前 奴 を、 今夜 城 中へ 招く ことにした」 

宗春は 不意に 立ち上った 「香具師 来い！ お 半 も 参 



れ！ 約束の 天主 閣を 見せて やろう。 …… 気が 結ばれ 

てム シャム シャ する。 天主へ 上って 気 を 晴らそう。 高 

きに 上 つ て 低き を 見る。 可い 気持 だ、 さあさあ 来い！」 

荒々 しく 宗春は 部屋 を 出た。 

一 一人 は 後へ 従った。 

御殿から 出る と後苑 〔# 「後 苑」 は 底本で は 「後 宛」 

と 誤記〕 であった。 西北に 小 天守が 立って いた。 小 天 

守の 中へ 這 入って 行った。 東に 進む と 廻廊が あった。 

それ を 真北へ 進んで 行った。 その 行き止まりに 天主 閣 

があった。 入口に 固めの 番士 がいた。 宗春を 見る と 平 

伏した。 尻 眼に かけて 三人 は 進んだ。 



「や、 香具師の 姿が 見えぬ。 はてさて、 性急に 何処へ 

行った もの か？」 

寺院で 鳴らす 梵鐘の 音が、 幽 ながら も 聞え て 来た。 

夕陽が 褪めて 暗くな つた。 

二 一 

五重の 天主の 頂上の 間の、 狭間から 飛び出した 香具 

師は、 壁へ ピッ タリ 背中 を 付け、 カを罩 めた 足の指で、 

ヒる甍 を 踏みし め、 四重 目の 家 根 〔# 「家 根」 は ママ〕 

を 伝って 行った。 



れば 今更ら に 鱸の 見事 さに は 驚かれる。 

「さて」 と 云う と 眼 を 俎め、 胴の 鱗 を 数え 出した。 

「うん、 片側 百 十五 枚、 大 鱗の 大きさ 七寸 五分、 小 鱗 

の 大きさ ニ寸 五分。 …… よし、 これに は 間違いが 無い。 

…… 蛇腹の 数十 六 枚。 うむ、 是 にも 間違いが 無い。 … 

…次 は 耳 だ、 異変が 無ければ よいが。 …… 右耳 一尺 七 

寸 五分、 左の 片耳 一尺八寸 …… やれ 有難い、 間違い は 

ない。 …… 眉の 長さ 一尺 六寸。 うむ 是 にも 間違いが 無 

い。 …… さて 両眼 だが 何 どうだろう 〔# 「何 どう だろ 

う」 は ママ〕 ？ 〔# 底本で は 1 字 分の スぺ— ス がな 

い〕 …… や、 有難い、 定法 通り だ。 ちゃ あんと 八寸に 



出来て いら あ。 …… 上下 合わせて 十六 枚の 歯よ し是に 

も 間違いが 無い。 …… 北側の 鱸 を 調べて やろう」 

屋根 棟 を 伝わって 走って 行った。 

またが 

鱸の 背中へ ふん 跨り、 また 香具師 は 調べ 出した。 

「いや 有難え、 変った こと も 無い」 

ホッと 安心した ように、 こう 眩いた 香具師 は、 さす 

がに 疲労 を 感じた と 見え、 額の 汗 を 押し 拭い、 トン ト 

ンと胸 を 叩いた ものである。 それから 城下 を 見下ろし 

た。 

「絶景 だな あ、 素晴 しい 〔# 「素晴 しい」 は ママ〕 や」 

いかにも 絶景に 相違 無かった。 



百万 石の 加 賀の金 沢、 七十 七 万 石の 薩 摩の 鹿 児 島、 

六十 二 万 石の 奥州の 仙 台、 大 大名の 城下町 は、 名古屋 

の 他に も あ つ たけれ ど、 名に 負う 名 古 屋は三 家の 筆頭、 

尾 張 大納言 家の 城下であって、 江戸、 大阪、 京都 を 抜 

かして は、 規模の 広大、 輪奐の 美、 人口の 稠密 比べる 

ものがない。 その 大 都が 夕陽の 下に、 昼の 活動から 夜 

の 活動へ 入り込もう として 湧き 立って いた。 

ゴ— ッ というよ うな 鈍い 騒音 < 声、 足音、 車馬 

の 響き、 そういう ものが 塊 まって、 そういう 音を立て 

う 4^ くね 

るので あろう。 蜒リ 折った 帯の ように、 町 を 横断して 

いるの は、 西 村 堀に 相違ない。 船が 二三 隻 よっていた。 



も 疎かになります」 

「左様な こと も ございますまい。 大納言 様 は) j 活達、 

随分 派手な お 生活 を、 致される と は 承 わって は 居る が、 

敬 公 様 以来 貯えられた 黄金、 莫大な もので ございま 

しょう」 

「いやいや 夫れ も ご 先代 迄で、 当代に なりまして から 

は 不如意つ づき、 困った もので ございます」 

二 之 御蔵、 三 之 御蔵 四、 五、 六の 御蔵 を 過ぎた が、 

何の 御蔵 も 用心 手薄く、 扉が 半開きに なって いたり 番 

士が 眠って いたりした。 

すき 

透 御門から 御 深 井丸へ 出、 御旅 蔵の 東 を 抜け、 不明 



門から 本丸へ 這 入った。 矢来 門から 玄関へ かかり、 中 

玄関から 長 廊下、 行 詰まった 所が 御殿で ある。 

「暫くお 控え 〔# 「お控え」 は 底本で は 「ぉ控 へ」 と 

誤記〕 下さい ますよう」 

山村 彦 右衛門 は 引っ込んだ。 

一室に 坐った 大岡越 前 守、 何やら 思案に 耽リ 乍ら、 

ジ ロジロ 部屋の 中 を 見廻 わした。 

御殿の 中が 騒がしい。 歩き 廻 わる 足音が する。 何ん 

となく 取り込んで いるら しい。 

「大分 狼狽して いるよう だ」 ニン ャリ 笑った もので あ 

る。 「御殿の 扉 を 開けて 見せたり、 番士を 故意と、 眠ら 



せて 見せたり、 手数の かかった 小刀細工、 それで 俺の 

眼 を 眩 まそう 〔# 底本で は 「眩 まそう」〕 と は、 些少 ど 

う も 児戯に 過ぎる …… いずれ 御蔵 内の 黄金な ども、 何 

処 かへ 移した ことだろう がさて 何処へ 移した かな？ 

これ は 是非とも 調べなければ ならない」 

その 時 正面の 襖が 開いた。 だが、 一杯に 開いた ので 

はない、 ほんの 細目に 開いた のであった。 誰か 隙 見 を 

している らしい。 

「無礼な 奴 だ」 と 思い 〔# 「思い」 は 底本で は 「思 ひ」 

と 誤記〕 乍ら、 越 前 守 は 睨み付けた。 

と、 ピッ タリと 襖が 閉じ、 引つ 返して 行く 足音が し 



来 やが つたな！ 余人 は 旨々 誑 かれても、 この 俺 だけ 

は 誑かれ ねえ」 

膝 も 突かず 立 つ たま ま、 香具師 は 憎さげ に 罵った。 

「これよ つく 聞け 大岡様 は、 成程 貴様と そっくり だが、 

ほくろ 

只 一点 違う 所 は、 左の 眉尻に 墨 子が ある。 どう だ どう 

だ 一 言 も あるめえ！」 

どうした もの か是を 聞く と、 越 前 守 は 顔色 を 変えた。 

しかし K 然として、 威 蕺を屎 ち、 グッと 香具師 を 睨み 



付けた。 

「これ 莫迦 者、 何 を 言う か！ 二人 大 岡が ある 害が 無 

い。 江戸 町奉行 大岡忠 相、 拙者 を 置いて 他に あろう 

か？」 

「アツ ハツ ハツ ハツ、 成程な あ。 盗賊の 身で あり 乍ら、 

盗賊 を 縛る 町奉行、 大岡様 を 騙って 来る 程の 奴 一 

か 月，； $ 

では 白状し まい。 …… そこで 貴様に 聞く ことがある、 

一 体 俺 を 誰 だと 思う？」 

「うむ」 と 云う と 越 前 守 は、 大音 上げて 呼ば わった。 

「城の 方々、 お出合い なされ！ 大盗雲 切 仁左衛 門が、 

香具師 姿に 身を窶 し、 金の 鱸 を 奪おうと、 お 城に 入り 



込んで ござ います ぞ！」 

バタ バタと 四方八方から、 宿直の 武士が 現れた。 I 

I 斯うい けば 大いに 可い ので あつたが、 一人の 捕 方 も 

現れず、 城 中 は 寂然と 静まって いた。 

「アツ ハツ ハツ ハツ 馬鹿野郎！ 途方 もね え 大声 を 上 

げや あがる。 それで 一 匹の 鼠 も 出ね え。 気の毒 千万 笑 

止々々。 よし 今度 は 俺の 番だ」 香具師 は 矢庭に 大声 を 

上げた。 「城の 方々 お出合い なされ、 大盗雲 切 仁左衛 

門が、 大岡越 前 守に 姿 を 変え、 ご 金蔵の 金 を 奪おうと、 

お 城へ 入り込んで ございます ぞ！」 

足 踏の 音、 襖 を 開ける 音、 股 立 をと リ襻 がけ、 おつ 



片手で ッ ルリと 顔 を 撫でた。 と、 温室の 老人が ツル 

リと顔 を 撫でた 為め、 顔が 一 変した ように、 香具師の 

顔 も 一変した。 燐の ように 光る 切 長の 眼、 楔形 をした 

鋭い 鼻、 貝 蓋の ような 〔# 「ような」 は 底本で は 「や 

うな」 と 誤記〕 薄い 唇、 精悍 無比の 若者の 顔が、 お 道 

化た 香具師の 顔の 代りに、 其処へ 新たに 産れ たので 

あった。 

「面 ァ 見て くれ、 雲 切 仁左衛 門！」 

「おつ！」 

と 云う と 睨み 上げた。 

「や、 貴様 は 大岡越 前の …… 」 



に 没頭した という ことで ある。 

※底本に ある、 かぎ 括弧 (「」) の あきらかな 誤り (『』 

となって いるもの や 脱字) について は、 読み 易 さ を 優 

先し 本文 中と くに 注記 は 入れない ことと した。 以下、 

誤りの 修正 箇所 を 示す。 

〔# 底本の 閉じ 括弧 は 「ヒ、 1 下！^〕、 〔# 底本の 閉じ 

括弧 は 「ヒ、 き 上 2〕、 〔# 底本で は 閉じ 括弧 は 「ヒ、 

I 下^〕、 〔# 底本で は 始め 括弧 は 「ご、 呤上 5〕 〔# 底 

本で は 始め 括弧が 脱字、 102- 上 9〕 〔# 底本で は 閉じ 括 

弧が 脱字、 102- 下^〕 
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• 表記に ついて 

• 本 文中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (^ 外字) 

が 使われて いる。 

そうして※ 槃 会の 季節と なった。 涅 

第 4 水準 2,78-60 ※秩の 業に いそしむ ようになった。 

挿 

くちなし 

第 4 水準 2,13-28 楡と ※ を 植えた の は、 桅 



第 4 水準 2-14-64 白色 粗※ の 四 弁 花であった。 糙 

第 3 水準 1,89-87 叱※ する ように 嘲笑った。 咜 

みは 

第 3 水準 1-14-88 驚いた ように 眼 を※ つた。 

香具師 も 眼 を※ つた。 睜 

第 3 水準 1,88- ま 



